








　現在、少年院においては、平成 26年に全面改正された新たな少年院法（平成 26年法律第 58号　平成 26年 6月 4日成立、
同 27年 6月 1日から施行、以下「院法」という。）の規定に基づき、「社会復帰支援」の一環としての福祉的支援を実施
しているところであり、その施策の中で全国の少年院のうち、そのニーズの高い施設には予算措置がなされ精神保健福祉
士又は社会福祉士が非常勤職員として配置されるようになってきている。






























































































































































































   　その流れの中で、当該少年の当院からの出院後の生活、すなわち妻子との同居、家族関係の再構築に向けての具
体的支援の方策が関係福祉機関において更に協議され、当該少年の出院前には帰住後の支援の在り方についての
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g   　上記の経過の後、当該少年は当院仮退院の時期を迎え、予定どおり妻の許に帰住し、これに合わせ当該少年の出
院前に実子も乳児院から妻の許に引き取られ、当該少年の出院後、親子三人での再生活が開始されている。










































































 5 高橋　康史（2018）「社会福祉の歴史から見るソーシャルワーカー」法学セミナー　2018／12 no.767より参照
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